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う しお

潮
だ

田
し よ う

小スタンダード（
が つ

学
こ う

校のきまり）  

☆
うしお

潮
だ

田
ちゅう

中
がっ

学
こう

校の
やく

約
そく

束と
いっ

一
かん

貫
せい

性のある
がっ

学
こう

校のきまりになっています。     
とうこう

登 校の

とき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもの 
とうこう

登校  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
せいもん

正門・
ひがしもん

東門 が
あ

開くのは
ご

午
ぜん

前８
じ

時です。 

○
ご

午
ぜん

前８
じ

時から８
じ

時１０分
ぷん

までに登校
とうこう

班
はん

で
とうこう

登校します。 

○午前
ご ぜ ん

８時
じ

15分
ぷん

以降
い こ う

の登校
とうこう

は、遅刻
ち こ く

です。 

○
もん

門の
まえ

前に
き

来たら（
せい

正
もん

門は
ちゆう

中
おう

央
つう

通
ろ

路
ちゆう

中
おう

央）
ぼう

帽
し

子を
と

取り、
はた

旗
とう

当
ばん

番の
かた

方に「いっ

てきます」とあいさつをします。その
あと

後、
はんちよう

班長 が「
き

気をつけ、おはようござい

ます」と
い

言い、
はん

班
ぜん

全
いん

員で「おはようございます」とそろえてあいさつをします。 

○フードをかぶったり、ポケットに
て

手を
い

入れたりしたまま
とう

登
こう

校しません。 

○
あめ

雨の
ひ

日は、
ひと

一
り

人ずつあいさつをします。 

○
ちゆう

中
おう

央
つう

通
ろ

路や
しよう

昇
こう

降
ぐち

口
ふ

付
きん

近で、
とも

友
だち

達を
ま

待たずに教室
きょうしつ

へ行
い

きます。 

○
いちど

一度
とうこう

登校したら、
わす

忘れ
もの

物があっても
がっこう

学校からもどりません。 

○
もん

門から
しようこうぐち

昇降口 までは
き

決められた
みち

道を
とお

通ります。
こう

校
てい

庭は
とお

通りません。 

○かさは
と

閉じて、しっかりひもでまいて
じ

自
ぶん

分のクラスの
き

決められた
ばしょ

場所に
い

入れます。 

○
うわ

上ばきにはきかえて、
そと

外ばきを
くつ

靴
ばこ

箱の
げ

下
だん

段にかかとをそろえて
い

入れます。 

 
くつ

靴
い

以
がい

外のものはくつ
ばこ

箱に
い

入れません。 

○ランドセルは、ロッカーに
き

決められたルールでしまいます。 

 

 

 

 

 

 

ちょうかい

朝 会 
しゅうかい

集 会 

 

 

 

○８
じ

時２0
ふん

分までに
たい

体
いく

育
かん

館（
こう

校
てい

庭）に
せい

整
れつ

列できるよう、
きよう

教
しつ

室から
な

名
まえ

前の
じゆん

順 （
なつ

夏
やす

休みまで）、
せ

背の
じゆん

順 （
なつ

夏
やす

休み
あ

明けから）で
なら

並んで移動
い ど う

します。 

○
ちよう

朝
かい

会や
しゆう

集
かい

会が
おこな

行 われる
ひ

日、８
じ

時１５
ふん

分より
おそ

遅く
とう

登
こう

校した
ば

場
あい

合は、
きよう

教
しつ

室に
い

行

かないで
ちよく

直
せつ

接、
たい

体
いく

育
かん

館（
こう

校
てい

庭）に
い

行きます。
に

荷
もつ

物は
たい

体
いく

育
かん

館ロビー
ひだり

左
がわ

側のロ

ッカーに
お

置きます。 

 
あさ

朝の
かい

会  

 

 

 

 

〇月
げつよう

曜
び

日は、
こん

今
げつ

月の
うた

歌を
うた

歌います。 

 

 

 

 

 
じゆ

授  
ぎよう

業  

 

 

 

チャイム ○チャイム（アマリリス）が
な

鳴り
お

終わるまでに、
せき

席に
つ

着きます。（チャイム
ちゃくせき

着 席） 

 
たいいく

体 育 

 

 

 

 

○
あか

赤
しろ

白
ぼう

帽
し

子をかぶります。
わす

忘れたら、学校
がっこう

の
ぼう

帽
し

子を借
か

ります。洗
あら

って返
かえ

します。 

○
たい

体
いく

育
ぎ

着を
わす

忘れた場合
ば あ い

は、
たい

体
いく

育は
けん

見
がく

学になります。 

○
たい

体
ちよう

調 が
わる

悪くて
たい

体
いく

育を
けん

見
がく

学するときには、
れん

連
らく

絡
ちよう

帳 で
たん

担
にん

任または
たい

体
いく

育
か

科の
たん

担
とう

当

に
し

知らせます。 

○
たいいく

体 育
ぎ

着の
う わ ぎ

上着はハーフパンツの
なか

中に
い

入れます。 

     みんなが、
き

気
も

持ちよく安心
あんしん

して
せい

生
かつ

活できるように
き

決められた
やく

約
そく

束です。 
ひと

一
り

人ひとりがしっかり
まも

守って、
たの

楽しい
がっ

学
こう

校
せい

生
かつ

活を
おく

送りましょう。 
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○タイツ・スパッツは
ぬ

脱ぎます。ネックウォーマーやレッグウォーマーはしません。 

○
さむ

寒いときは、トレーナーやジャージなどを
たいいく

体 育
ぎ

着の
うえ

上に
からだ

体 が
あたた

温 まるまで
き

着る

ことができます。ただし、フードやファスナー
つ

付きの
う わ ぎ

上着は
き

着ません。 

○
て

手
ぶくろ

袋 をすることはできますが、
せん

先
せい

生の
し

指
じ

示があったときは、
はず

外します。 

○
なが

長い
かみ

髪はゴム（
かざ

飾りのないもの）などで
ゆ

結わきます。ヘアピンはしません。 

○
たい

体
いく

育
ぎ

着に
き

着替
が

えた
あと

後の
たい

体
いく

育
ぶくろ

袋 は、ロッカーにしまいます。 

○
すい

水
えい

泳を
けん

見
がく

学するときは、
たい

体
いく

育
ぎ

着に
き

着
が

替え

ます。 

○体育
たいいく

着
ぎ

の前
まえ

と後
うし

ろに、白
しろ

い布
ぬの

で学年
がくねん

・クラス

・名前
なまえ

を書
か

きます。 

 

移動
い ど う

 

教室
きょうしつ

 

 

○
とくべつ

特 別
きょうしつ

教 室や
こう

校
てい

庭、
たいいくかん

体育館への
い

行き
かえ

帰りは、クラス
ぜんいん

全 員で２
れつ

列に
なら

並んで
しず

静かに
い ど う

移動します。 

５
ふん

分 

 
きゆう

休
けい

憩 

 

 

 

○５
ふん

分
きゆう

休
けい

憩は、
まえ

前の
じ

時
かん

間の
かた

片
づ

付け
つぎ

､次の
じ

時
かん

間の
じゆん

準
び

備､トイレ
みず

､水
の

飲み
い

､移
どう

動
とう

等の
じ

時
かん

間です。この
じ

時
かん

間は
あそ

遊びません。 

やす

休み 
じ

時
かん

間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうてい

校 庭
とう

等

の
し よ う

使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ピロティや
ちゆう

中
おう

央
つう

通
ろ

路、
はたけ

畑 ・
か

花
だん

壇、プール
うら

裏、東
ひがしもん

門
まえ

前、
ひがし

東
しよう

昇
こう

降
ぐち

口、
たい

体
いく

育
かん

館
い

入り
ぐち

口
ふ

付
きん

近では、ボールで
あそ

遊びません。
なわ

縄
と

跳び･ボール
あそ

遊びができるのは、
つち

土の
ぶ

部
ぶん

分だけです。 

○ボールを
け

蹴る
あそ

遊びはできません。（
ひと

人に
あ

当たると
き

危
けん

険です。） 

○ふれあい
いけ

池に、
て あ し

手足を
い

入れたり、
もの

物を
い

入れたりしません。 

○
いけ

池の
いわ

岩に
の

乗りません。また、ジャンプをしたり、
はし

走り
まわ

回ったりしません。（
おお

大き

なケガにつながります。） 

○
や ね

屋根にボールが
あ

上がったり、プールにボールが
はい

入ったりしたときは、
たん

担
にん

任の
せん

先
せい

生

や
がく

学
ねん

年の
せん

先
せい

生にお
ねが

願いします。（
や ね

屋根やプールフェンスにのりません。） 

○
こう

校
しゃ

舎や
たい

体
いく

育
かん

館の
うら

裏、プールの
うら

裏では
あそ

遊びません。 

○
うしお

潮
しんざん

新 山の上
うえ

やまわり (コンクリート部分
ぶ ぶ ん

)では、
はし

走ったり、
ひと

人をおしたり、ボ

ール
あそ

遊びをしたりしません。 

○
やす

休み
じ

時
かん

間
しゅう

終
りょう

了 のチャイムが
な

鳴ったら、
あそ

遊びをやめて
きょう

教
しつ

室へ
もど

戻ります。 

 
あそ

遊び
どう

道
ぐ

具（ボールや
なが

長
なわ

縄など）は、みんなで
きよう

教
しつ

室まで
も

持って
かえ

帰ります。 

〇必ず
かなら

帽子
ぼうし

をかぶって外
そと

にでます 
し

芝
ばふ

生  ○
しば

芝
ふ

生では、
なわ

縄
と

跳びやボール
あそ

遊びはできません。（クラブ
かつ

活
どう

動のときを
のぞ

除く） 

○
しば

芝
ふ

生
ひろ

広
ば

場と
はたけ

畑 の
あいだ

間 にあるネットに、のぼったりぶら
さ

下がったりしません。 

 
あめ

雨の
ひ

日の
あそ

遊び 

 

〇雨
あめ

の
ひ

日は、教室
きょうしつ

にあるトランプ、UNOをしてよいです。ゲーム
るい

類の
あそ

遊び
ば

場
しよ

所は
きよう

教
しつ

室です。 

○
ろう

廊
か

下、
かい

階
だん

段、
しょう

昇
こう

降
ぐち

口、
たい

体
いく

育
かん

館
まえ

前で
あそ

遊びません。また、
はし

走り
まわ

回りません。委員会
いいんかい

などの活動
かつどう

がある人
ひと

以外
いがい

は、教室
きょうしつ

の中
なか

で過
す

ごします。 
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かつどう

活 動
ば し ょ

場所 

 

○
きよう

教
しつ

室や
ろう

廊
か

下では
はし

走ったり、ボールをついたりしません。 

○
ほか

他のクラスの
きょう

教
しつ

室には、
せん

先
せい

生の
きょ

許
か

可なく
はい

入りません。 

きゅうしょく

給 食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み

身
じ

支
たく

度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○４
じ

時
かん

間
め

目の
じゆ

授
ぎよう

業 が
お

終わったら、
つくえ

机 の
うえ

上の
もの

物を
すべ

全てしまい、マスク・  

ナフキンの用意
よ う い

をします。  

○
きゆう

給
しよく

食
とう

当
ばん

番の
こ

子は、マスクをつけて、
ぼ う し

帽子の
なか

中に
かみ

髪の
け

毛を
い

入れます。 

 
つぎ

次に、
はく

白
い

衣を
き

着てから、
せっ

石けんでよく
て

手を
あら

洗います。 

○
ぼう

帽
し

子やマスク、ナフキンを
わす

忘れてしまった
こ

子は、
せん

先
せい

生に
つた

伝えて
よ

予
び

備の
ぼう

帽
し

子やマス

ク、ナフキンを
か

借ります。マスクは、
つぎ

次の
ひ

日に
しん

新
ぴん

品のマスクを
せん

先
せい

生に
かえ

返します。
ぼう

帽
し

子やナフキンは
せん

洗
たく

濯をして、アイロンをかけ、
せん

先
せい

生に
かえ

返します。        

○
たい

体
いく

育
ぎ

着の
うえ

上から
はく

白
い

衣を
き

着ません。
き

着
が

替えてから
はく

白
い

衣を
き

着るようにします。 

○
きゆう

給
しよく

食
とう

当
ばん

番
い

以
がい

外の
こ

子は、
て

手を
あら

洗った
あと

後はマスクをして
せき

席に
すわ

座って
しず

静かに
ま

待ちま

す。 

 
た

立ち
ある

歩いたり
あそ

遊んだりしません。
じ

自
ぶん

分の
せき

席に
すわ

座り、話をして
ま

待つのはよいです。 

 
じゅんび

準 備 
うんぱん

運 搬 

 

 

 

 

 

○
きゅうしょく

給 食
とうばん

当 番は、
きょうしつ

教 室から２
れつ

列に
なら

並んで給 食
きゅうしょく

を
と

取りに
い

行きます。 

○
きゅう

給
しょく

食
じ

時
かん

間
ちゅう

中 （12：15～13：15）は
いっ

一
ぽう

方
つう

通
こう

行を
まも

守ります。 

（Ａ
とう

棟…
のぼ

上りは
にし

西
かい

階
だん

段、
くだ

下りは
ちゅうおう

中 央
かいだん

階 段、
きゅうしょくしつまえ

給 食 室 前は
ひだりがわ

左 側
つうこう

通 行） 

○
きゅう

給
しょく

食
しつ

室
まえ

前で
せい

整
れつ

列し、
かん

感
しゃ

謝を
こ

込めてあいさつをします。 

○１～３
ねん

年
せい

生は、
ちか

近くの
ちよう

調
り

理
いん

員さんに、
かん

感
しや

謝の
き

気
も

持ちを
こ

込めてあいさつをします。 

○
きゆう

給
しよく

食
しつ

室では、
たん

担
にん

任の
せん

先
せい

生からおかずの
い

入れ
もの

物を
う

受け
と

取ります。 

○
おお

大きいおかず（
しる

汁
もの

物）は、
せん

先
せい

生と
いつ

一
しよ

緒に
はこ

運びます。（こぼすと
き

危
けん

険なため） 

○後
あと

から
りよう

量 を
へ

減らすことはできません。配膳
はいぜん

の時
とき

に、少な
す く な

めにしてもらいます。 

○配膳中にご飯が手に付いたら、ペーパーでふき取
と

ってから手
て

を洗いま
あら

す。 
しよく

食
じ

事 

 

 

 

 

 

○「いただきます」をして１０分間
ぷんかん

はもぐもぐタイムです。その後
あと

は、話
はなし

をしても

よいです。 

○おかわりは「いただきます」をして１０分後
ぷ ん ご

から、
せん

先
せい

生の
し

指
じ

示で
こう

公
へい

平に
わ

分けるよ

うにします。
はや

早いもの
じゆん

順 ではありません。 

○チャイムがなるまでは、
せん

先
せい

生の
きよ

許
か

可なく教室
きょうしつ

から
で

出ません。
い

委
いん

員
かい

会
かつ

活
どう

動やトイ 

レ、
て

手を
あら

洗う
とき

時にも、
せん

先
せい

生に
い

言ってから
い

行きます。 

 
かた

片
づ

付け 

 

 

 

○
かた

片
づ

付けるときは、
しょっき

食 器に
ざん

残さいやおかずの
しる

汁、ストローの
ふくろ

袋 などが
のこ

残らないよ

うにします。（
ろう

廊
か

下が
よご

汚れたり、
きゆう

給
しよく

食
しつ

室の
せん

洗
じよう

浄
き

機が
こわ

壊れたりします。） 

○
きゆう

給
しよく

食
しつ

室への
かた

片
づ

付けが
お

終わった
あと

後は、西階段
にしかいだん

を
とお

通って
もど

戻ります。 

○もどすときも、体育
たいいく

着
ぎ

で給 食 室
きゅうしょくしつ

には入りません。 

 

そうじ 

 

 

とり

取
くみ

組  

 

 

○そうじは、
つぎ

次のようにやります。 

①
つくえ

机 を
うし

後ろに
さ

下げる。 

②ほうきではく。  
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③はいたところから、ぞうきんがけをする。  

④
つくえ

机 を
まえ

前に
もど

戻す。  

⑤ほうきではく  

⑥③とおなじ。 

⑦
さい

最
ご

後に
つくえ

机 をもとの
い

位
ち

置にもどし、
せい

整とんする。 

⑧
はん

反
せい

省
かい

会をする。 

○そうじが
はや

早く
お

終わったら、終わっていないところを
て

手
つだ

伝います。 

○そうじが
お

終わったら、
たん

担
とう

当の
せん

先
せい

生と
いつ

一
しよ

緒に
はん

反
せい

省
かい

会をします。 

○くつ
ばこ

箱のそうじは、
おお

大
そう

掃
じ

除の
とき

時に
おこな

行 います。 

○
しよう

昇
こう

降
ぐち

口の
そと

外のそうじは、
そと

外ばきにはきかえます。 
かえ

帰りの
かい

会  

 

 

 

○
かえ

帰る
まえ

前に、ゴミ
ひろ

拾いや
つくえ

机 やいすの
せい

整とんをします。 

○
きん

金
よう

曜
び

日には、
うわ

上
ば

履き・
たい

体
いく

育
ぎ

着・
はく

白
い

衣を
も

持ち
かえ

帰ります。 

げ

下 
こう

校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
じ

児
どう

童だけで
きょう

教
しつ

室に
のこ

残りません。 

○ろう
か

下で
ほか

他のクラスの
とも

友
だち

達を
ま

待ちません。 

〇学級
がっきゅう

ごとに2列
れつ

に並んで
なら

昇降
しょうこう

口
ぐち

まで向かいます
む

。 

○
ほ

歩
どう

道がある
みち

道では、
ほ

歩
どう

道を
とお

通って
かえ

帰ります。 

○
げ こ う

下校するときには、なるべく
ひ と り

一人にならないようにし、
とうこう

登 校のときと
おな

同じ
つう

通
がく

学
ろ

路

を
とお

通って
かえ

帰ります。ランドセルを
も

持ったまま、
よ

寄り
みち

道はしません。 

○クラブ・
い

委
いん

員
かい

会
かつ

活
どう

動のとき、
に

荷
もつ

物は
かつ

活
どう

動
ば

場
しよ

所に
も

持っていきます。、
き

着
が

替えが
ひつ

必
よう

要

なクラブは、
じ

自
ぶん

分の
きよう

教
しつ

室で
き が

着替えて
に

荷
もつ

物は
お

置いていきます。
かつ

活
どう

動
ご

後も
じ

自
ぶん

分の
きよう

教
しつ

室で
き が

着替えてから
げ

下
こう

校します。 
ほう

放
か

課
ご

後

の
す

過ごし
かた

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうてい

校 庭
かいほう

開 放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
しょうこう

昇 降
ぐち

口を
で

出た
あと

後は、
い ち ど

一度、
いえ

家に
かえ

帰ってから
あそ

遊びます。 

○ランドセルを
お

置いたまま、
こうてい

校 庭で
あそ

遊びません。 

 
こう

校
てい

庭
かい

開
ほう

放
じ

時
かん

間   ３
がつ

月～１０
がつ

月  
ご

午
ご

後４
じ

時３０分
ぷん

まで 

                 １１
がつ

月～ ２
がつ

月   
ご

午
ご

後４
じ

時まで 

○
じ て ん し ゃ

自転車で
がっこう

学 校へ
き

来た
ば

場
あい

合には、なかよし
こ み ち

小径に
なら

並べて
と

止めます。（
せい

正
もん

門
まえ

前に
お

置く

と、
ひと

人や
きゅうきゅうしゃ

救 急 車・
しょうぼうしゃ

消 防 車などが
で

出
はい

入りするときのじゃまになります。） 

○
いえ

家に
かえ

帰ってから
がっこう

学 校に
き

来て
あそ

遊ぶとき、
こうしゃ

校 舎の
なか

中には
はい

入りません。 

○
こう

校
てい

庭では、
た

食べ
もの

物を
た

食べてはいけません。 

○
ていがくねん

低学年は、
ほ う か ご

放課後に
こうがくねん

高学年の
じゅぎょう

授 業があるときには、
こうてい

校 庭で
あそ

遊びません。 

○
げ こ う

下校した
あと

後で、
わす

忘れ
もの

物を
と

取りに
き

来たときには、
かなら

必 ず
しょく

職
いん

員
しつ

室に
た

立ち
よ

寄ります。
きょうしつ

教 室への
い

行き
かえ

帰りには
かなら

必 ず「
わす

忘れ
もの

物を
きょうしつ

教 室に
と

取りに
い

行きます」「
と

取って
き

来ま

した。」と
しょくいん

職 員に
こえ

声をかけます。 

〇スマホを持
も

ってきた場合
ばあい

、学校
がっこう

の中
なか

では使
つか

いません。 
いえ

家に
かえ

帰

る
じ

時
かん

間  

 

○３
がつ

月～１０
がつ

月  
ご ご

午後5時30分
ぷん

までに
いえ

家に
かえ

帰ります。 

○１１
がつ

月～２
がつ

月  
ご ご

午後４
じ

時３０
ぷん

分までに
いえ

家に
かえ

帰ります。 
つる

鶴
み

見
く

区
がつ

学
こう

校・
けい

警
さつ

察
れん

連
らく

絡
きょう

協
ぎ

議
かい

会で
き

決められています。 
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し せ つ

施設の 
し よ う

使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きよう

教
しつ

室  

 

 

 

 

 

○
きよう

教
しつ

室のロッカーには、ランドセル、
ねん

粘
ど

土
ばん

板、
ねん

粘
ど

土、
しゆう

習
じ

字セット、
うわ

上
ば

履き
ぶくろ

袋 、
けん

鍵
ばん

盤ハーモニカなどを
い

入れます。 

○
い

椅
す

子の
うし

後ろに（
ひも

紐
つ

付き
せん

洗
たく

濯ばさみ２
こ

個
し

使
よう

用）ぞうきんをかけます。 

○
え

絵の
ぐ

具セットや音楽
おんがく

バックは、教室
きょうしつ

の決め
き  

られた場所
ば し ょ

にしまいます。 

○
ろう

廊
か

下のフックには、
たい

体
いく

育
ぎ

着（
たん

短
なわ

縄）をかけます。 

○
きよう

教
か

科
しよ

書・ノートなどは、
まい

毎
にち

日
も

持って
かえ

帰ります。（
つくえ

机 の
なか

中に
い

入れたままにし

ません。）※学年
がくねん

によって置
お

いてかえって良
よ

いものが決
き

められています。先生
せんせい

の指示
し じ

に

応
おう

じます。 

○ロッカーや
たな

棚の
うえ

上には
の

乗りません。（
き

危
けん

険なため） 
ろ う か

廊下の
ほ こ う

歩行 

 

 

 

 

 

 

○
ろう

廊
か

下は
ある

歩きます。
はし

走ってもよいのは、
きん

緊
きゆう

急
じ

事
たい

態（
ふ

不
しん

審
しや

者
しん

侵
にゆう

入 や、
おお

大けがなど

での
きん

緊
きゆう

急
れん

連
らく

絡など）のときだけです。 

○
きゅう

給
しょく

食
しつ

室
まえ

前だけ、
ひだり

左
がわ

側
つう

通
こう

行です。その
ほか

他は、すべて
みぎ

右
がわ

側
つう

通
こう

行です。 

○
か い ぎ し つ

会議室から
ぎ

技
じゆつ

術
いん

員
しつ

室までのA
とう

棟１
かい

階の
ろう

廊
か

下を
とお

通るときは、おしゃべりをしませ

ん。 

○サイレントゾーンは、
ちよう

朝
かい

会の
とき

時の
おう

往
ふく

復、Ｂ
とう

棟・A棟
とう

１Fのクラスから
たい

体
いく

育
かん

館へ

の
おう

往
ふく

復、
よう

用
じ

事のある
ひと

人
い

以
がい

外は
とお

通らないようにします。 

いんさつしつ

印刷室
とう

等  

○
いんさつしつ

印刷室・
じ む し つ

事務室・
じゅんびしつ

準備室（
とくべつ

特 別
きょうしつ

教 室）へは、
こ

子どもだけで
はい

入りません。 

トイレ 

 

 

○トイレは、
せい

清
けつ

潔に
つか

使います。
よご

汚したり
よご

汚れを
み

見つけたりしたら、
せん

先
せい

生に
い

言いま

す。 

○
げん

原
そく

則としてクラスで
き

決められたトイレを
つか

使います。 

○トイレでのいたずらは
ぜつ

絶
たい

対にしません。 
しょくいんしつ

職 員 室

に
よ う じ

用事が

あるとき 

○
しょくいんしつ

職 員 室へ
じ ど う

児童は
はい

入りません。
しよく

職
いん

員
しつ

室
まえ

前の
いりぐち

入 口で
よ う じ

用事のある
せんせい

先 生を
よ

呼びます。 

「
しつれい

失 礼します。○
ねん

年○
くみ

組の○○です。～をしに
き

来ました。」と
よう

用
けん

件を
い

言います。 

○
よう

用
けん

件が
お

終わったら、「
しつ

失
れい

礼しました」と
い

言います。 

 

 

 

 

 

 

 

その
た

他 

 

 

 

 

 

持ち物
も   もの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
ふでばこ

筆 箱の
な か み

中身は、 

 ①
けず

削ってあるＢか２Ｂの
えんぴつ

鉛 筆を5
ほん

本（HBの
えん

鉛
ぴつ

筆：４
ねん

年
せい

生
い

以
じよう

上 ）  

  アクセサリーのついている
えん

鉛
ぴつ

筆は
も

持ってきません。  

 ②
あか

赤
えんぴつ

鉛 筆を1
ぽん

本  

 ③
しろ

白い
け

消しゴムを１つ 

 ④
ゆ せ い

油性フェルトペンを１
ぽん

本  

 ⑤
じよう

定
ぎ

規（１０～２０ｃｍ
てい

程
ど

度）とします。 

  
お

折りたたみ
しき

式の
じよう

定
ぎ

規は
も

持ってきません。 

 ⑥ボールペン（
あか

赤・
あお

青のみ）は、
せん

先
せい

生の
し

指
じ

示に
おう

応じて
つか

使います。(４
ねん

年
せい

生
い

以
じよう

上 ) 

○シャープペンシルは
がっこう

学 校には
も

持ってきません。（シャープペンシルでは、
ただ

正しい
えん

鉛
ぴつ

筆の
も

持ち
かた

方が身に
つ

付きません。） 

○
ふで

筆
ばこ

箱は、
つくえ

机 の
なか

中に
はい

入るサイズにします。（ぬいぐるみのようなものは持
も

ってきませ
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ん。） 

 

○
した

下じきは、
まい

毎
にち

日
も

持ってきてノートを
し

使
よう

用するときに
つか

使います。（無地
む じ

がよい） 

○
は い ふ ぶ つ

配付物を
い

入れる
れん

連
らく

絡
ぶくろ

袋 かクリアファイルなどを
よう

用
い

意します。 

○
ど う ぐ ば こ

道具箱に
い

入れておくものは、①はさみ ②のり ③
いろ

色
えんぴつ

鉛 筆（12
しょく

色 くらい）とし

ます。 

○ランドセルは６
ねんかん

年 間
たいせつ

大 切に
つか

使います。
は そ ん

破損した
ば あ い

場合は、
なお

直して
つか

使います。 

 ※
ほ

保
ご

護
しや

者の
かた

方は、
ほ

保
しよう

証
しよ

書を
す

捨てないようにお
ねが

願いします。 

○直せない
なお      

場合
ば あ い

は、学校
がっこう

のランドセルを借ります
か    

。 

○
がっこう

学 校に
べんきょう

勉 強で
つか

使わない
もの

物 (スマートフォン、マンガ、
ざつ

雑
し

誌、プリクラなど)は、 
も

持ってきません。
も

持ってきた
ば

場
あい

合は、
がつ

学
こう

校で
あず

預かります。 

○カッターナイフや
は

刃
もの

物は、
がつ

学
こう

校に
も

持ってきません。
も

持ってきた
ば

場
あい

合は、
がつ

学
こう

校で
あず

預か

ります。 

○
ちょうこく

彫 刻
とう

刀や
さいほう

裁 縫
ど う ぐ

道具は、
し

使
よう

用
き

期
かん

間
ちゆう

中 、
がつ

学
こう

校で
あず

預かります。 

 
がくしゅう

学 習が
お

終わったら
も

持ち
かえ

帰るようにし、
つくえ

机 やロッカーに
い

入れっぱなしにしない

ようにします。 

○
じゆ

授
ぎよう

業 やクラブ
かつ

活
どう

動などで
ひつ

必
よう

要なとき
い

以
がい

外、
た

食べ
もの

物 (お
か

菓
し

子など)は
も

持ってきませ

ん。バレンタインデーやお
み や げ

土産、
たん

誕
じよ

生
うび

日プレゼントなども
も

持ってきません。 

○ポシェットやウイルス除去剤
じょきょざい

など、首
くび

からかけるものはしません。(けがや事故
じ こ

を

なくすため) ティッシュ・ハンカチはポケットに入
い

れるか、スカートやズボンにク

リップでつけるタイプの物
もの

にします。 

 
そうしょくひん

装 飾 品 

 

 

○ピアス・ネックレス・マニキュアはしません。 

○
て あ し

手足にはミサンガ、アンクレットなどはつけません。 

 
かみがた

髪 型 

 

 

○
かみ

髪
ぞ

染め・パーマ・
そ

剃り
こ

込み（ライン）・
せい

整
はつ

髪
りよう

料 など
か

華
び

美なもの は
きん

禁
し

止としま

す。 

○
かみ

髪が
め

目にかかっている場合
ばあい

は、
みじか

短 く切
き

るか、ゴムやピンで
と

留めます。 

 
こ と ば

言葉 

づかい 

○ていねいな
こ と ば

言葉づかいで
う

受け
こた

答えができるようにします。 

  （「はい」「○○です」「○○します」など） 

 
う わ ば

上履き 

 

 

 

 

 

 

○
うわ

上
ば

履きの
ぜん

前
めん

面とかかとに
くろ

黒ペンで
な

名
まえ

前をはっきり
か

書きます。 

○
え

絵やイラストはかきません。 

○
うわ

上
ば

履きのかかとをふみません。 

○
うわ

上
ば

履きで
そと

外に
で

出ません。（
こう

校
しや

舎
ない

内の
ゆか

床が
よご

汚

れます） 

○
う わ ば

上履きを
わす

忘れた
ば あ い

場合には、
わす

忘れたことを
たんにん

担 任の
せんせい

先 生に
つた

伝え、
か

貸し
だ

出し
よう

用の
う わ ば

上履き

を
か

借りて
つか

使います。
そと

外
ば

履きは、
しつない

室 内ではきません。 
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○
う わ ば

上履きを
か

借りた
ば あ い

場合は、
かなら

必 ず
あら

洗って
たん

担
にん

任の
せん

先
せい

生に４
か

日
い

以
ない

内に
かえ

返します。 

 

その他
た

の
やくそく

約 束 

 

 

 

 

○
しつ

室
ない

内では、ジャンパー・コート・手袋
てぶくろ

・ネックウォーマーなどを
ぬ

脱ぎます。
ぬ

脱い

だものは
こし

腰に
ま

巻いたり、いすにかけたりせず、ランドセルの
なか

中にしまいます。 

○カイロは、
は

貼り
つ

付けるものに
かぎ

限ります。 

○ハンドクリーム・リップクリームを
も

持ってくる
ば

場
あい

合は、
れんらくちょう

連 絡 帳による
ほ ご し ゃ

保護者の
もう

申

し
で

出と
たんにん

担 任の
き ょ か

許可が
ひつよう

必 要です。できる
かぎ

限り、
む み

無味･
むしゅう

無 臭･
むしょく

無 色のものとします。 

○
か

花
ふん

粉
しよう

症
たい

対
さく

策の
め

眼
がね

鏡は、
む

無
しよく

色 レンズのものとします。 

○クールネックタオル等
など

は、先生
せんせい

の指示
し じ

を聞
き

いて使用
しよう

します。 

みんなで
つか

使う
もの

物

に
たい

対して 

○
がっこう

学 校にあるものは、すべて
たいせつ

大 切に
つか

使います。 

※お
こ

子さんが、
がっこう

学 校にあるものや
し せ つ

施設を
こ い

故意に
こわ

壊した
ば あ い

場合は、ご
か て い

家庭に
れんらく

連 絡し、
べんしょう

弁 償
ひ よ う

費用をお
し は ら

支払いいただきます。(
よこ

横
はま

浜
し

市
りつ

立
しよう

小
ちゆう

中
がつ

学
こう

校
ぜん

全
たい

体の
き

規
そく

則です。) 

 
やす

休みの
ひ

日 

 

 

○
やす

休みの
ひ

日には、
がつ

学
こう

校に
はい

入れません。 

 また、
がつ

学
こう

校に
わす

忘れ
もの

物を
と

取りに
き

来ることはできません。 

 

ノート
し よ う

使用 

 

○ノート
し よ う

使用については、
か

下
き

記の
ひょう

表 のようにします。 

○
だいがく

大 学ノート、バインダー
けいしき

形 式、リングノートは
つか

使いません。 

○
まい

毎
とし

年４
がつ

月に
ぜん

全
がく

学
ねん

年、ノートを
がく

学
ねん

年
ひ

費で
いつ

一
かつ

括
こう

購
にゆう

入 してお
わた

渡しします。 

 

 
か ん じ

漢字ノート 
こく

国
ご

語ノート 
さんすう

算 数ノート 
しゃかい

社 会・
り か

理科ノート 

1年
ねん

 

５０マス 
８×６ ４８マス 

１０×７ ７０マス 

よこがた

横 型  １２×７マス 

たて
がた

型１０×１４ 

（１５ｍｍ) 

 

 

 

２年
ねん

 

８４マス 

１２×８ ９６マス 

（
じゅう

十
じ

字リーダー
い

入り） 

１５×１０ １５０マス 

たて
がた

型１０×１４ 

（１５ｍｍ） 

たて
がた

型１２ｍｍ
ほうがん

方 眼 

 

 

 

３年
ねん

 

８４マス 
１５×１０ １５０マス 

（
じゅう

十
じ

字リーダー
い

入り） 

 

１２ｍｍ
ほうがん

方 眼(１３×１８ ) 

 

１２ｍｍ
ほうがん

方 眼 

（
じゅう

十
じ

字リーダー
い

入り） 

４年
ねん

 

８４マス 

１００マス 

１５×１０ １５０マス 

（
じゅう

十
じ

字リーダー
い

入り） 

１２ｍｍ
ほうがん

方 眼 

（
じゅう

十
じ

字リーダー
い

入り） 

１２ｍｍ
ほうがん

方 眼(１３×１８ ) 

１０ｍｍ
ほうがん

方 眼(１５×２２) 

１２ｍｍ
ほうがん

方 眼 

(
じゅう

十
じ

字リーダー
い

入り) 

１０ｍｍ
ほうがん

方 眼 

（
じゅう

十
じ

字リーダー
い

入り） 

５年
ねん

 
１２０マス 

１２
ぎょう

行  １２ｍｍ 

（たてリーダー
い

入り） 
１０ｍｍ

ほうがん

方 眼（１５×２２） ５ｍｍ
ほうがん

方 眼 
６

ねん

年  

   （
こう

購
にゆう

入
さき

先 が
わ

分からないときは
がつ

学
こう

校 までご
れん

連
らく

絡 ください）  


